
 
 

村山教育事務所総務課 副所長(兼)総務課長 佐 藤  伸  

 

皆様、明けましておめでとうございます。 

今年度から村山教育事務所総務課に勤務している佐藤と申します。教育事務所に勤務する前は、村 

山保健所というところで新型コロナ対応に右往左往する毎日を過ごしていました。教育事務所に勤務 

するのは今回が初めてになります。よろしくお願いします。 

さて、年明け早々ですので、お堅い話は抜きにして、今回は、自分の趣味について話をさせていた 

だこうと思います。私の趣味は「星を見ること」です。小学生の頃に学校で星座について学んだこと 

をきっかけに宇宙に興味を持った人は多いかと思います。私もそんな子供の一人でした。そんな時、 

たまたま学校の理科室の前に飾られていた星の日周運動の写真を見て、星の美しさにすごく感動した 

のを覚えています。そして、その写真を撮ったＫ先生からは、星のことをいろいろと教えてもらいま 

した。このＫ先生との出会いがなければ、自分にとって「星を見ること」が趣味になることはなかった 

かもしれません。教育事務所に勤めて、学校の様子を見させていただく中で、『先生』は子供たちに大

きな影響を与える存在であること、Ｋ先生が自分にとって大きな存在だったことを改めて感じました。 

現在、私は「北村山天文愛好会」というサークルに所属しています。今でも北村山視聴覚教育セン 

ター事業の星空教室等にはボランティアとして参加して、星空の解説や望遠鏡の操作を教えています。 

最近は様々な事情から星空教室への参加の回数は減りましたが、このような機会を通して、少しでも 

多くの子供たちが星や宇宙に興味を持ち、さらには自然科学への関心につながっていけばよいなと思 

っています。 

冬の間、山形は晴れる日が少なくなりますが、それでも移動性高気圧に覆われた日は、澄み切った 

空気の中で透明感のある星空を見ることができます。日頃、多忙な毎日を過ごして、ストレスが溜まっ 

ている方も多いと思いますが、晴れた日には少しの時間でもいいので、空を見上げて星空を眺めてみ 

ませんか。この冬は、冬の星座に加えて木星や火星も輝いており、少し賑やかな星空になっています。 

普段のことを少し忘れて、ボ～ッと星空を眺めてみるのも良いのでは？心身のリフレッシュがストレ 

スの解消にもつながりますよ。もちろん、冬の屋外はと～っても寒いので、くれぐれも防寒対策は忘れ 

ずに！！ 

  最後になりますが、本年が、皆様にとって良い年となりますように！ 

 

※ 星に興味のある方、望遠鏡を使って星を見てみたいという方がいらっしゃいましたら、ぜひ佐藤までお声をか 

けてください。 

ボランティアスキルアップセミナー 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回地域とともにある学校づくり研修会（兼）社会教育主事有資格教員等研修会 1２月 6 日（火） 
学校と地域がつくる子どもたちの未来 ～「熟議」と協働の意義～ 
「地域とともにある学校づくり」を進める上で、多様な立場、多様な世代の方々が目標を共有し、納得

して行動を起こす「熟議」の場が重要です。今回、皆川 雅仁 氏（秋田県生涯学習センター主査）を講師

に、実践的な熟議の意義について講話をいただき、模擬熟議の体験をしました。力強い言葉一つ一つか

ら、今後の学校と地域の在り方について考える時間となりました。 
研修① 講話 「学校・地域・子どもたちの未来をつくる熟議の意義」 ～「熟議」はＣＳ、地域学校協働活動の潤滑油～ 

・熟議を行っていないコミュニティ・スクールは、形骸化（マンネリ化）

している例が見られる。 

・「学校運営協議会＝熟議」ではない（「なんちゃって熟議」）。熟議は多様な

当事者が参画して行うもの。 

・熟議により共通認識されるのは、「方向」ではなく「方向性」である。 

・熟議で出された意見が、学校運営の基本方針（グランドデザイン）に反映

されるようになると、学校、地域に変化が見え始める。 

研修② 模擬熟議 「地域と学校の連携・協働で目指すもの」 ～「熟議」が醸成するのは自分事意識～ 

・いまあるヒト、モノ、コトを生かし、共有された目標に向かって協働するつながりにより、教育活動

（地域学校協働活動）を推進する必要がある。活動をスムーズにする熟議は「潤滑油」である。 

【参加者の声】 

・「協働」の意味、「熟議」の本質を学ぶことができ、とても有意義で参考になりました。「どんな子供を

育てたいか」を学校、地域、行政が横並びで目指していけるよう自分の立場、役割でできることを考

え、実行していきたいと思いました。 

・とても楽しい研修会でした。皆川先生の軽快な語り口、そして現場の実態をよく捉えられた上でのお話

は非常に説得力があり、重要なポイントがよく伝わりました。特に、「向き合うのではなく、同じ方向を

見ることが大事」というお話は、シンプルながらも一番大切な考え方なのかなと感じました。 
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村山地区青少年ボランティア推進事業（兼）次世代の地域づくり中核人材育成事業 

 新型コロナウイルス感染症の感染状況により当初の予定から延期し

て開催しました。当日は、村山地区の中学生１７名が参加し、ボラン

ティアに関する知識、技能を学びました。 

 今年度のテーマ「挑戦～つなぐ ひらく 見つける～」のもと、参加

した中学生は、新たな仲間や大人の方とつながり、自分の可能性を広

げ、新たな自分を見つける機会となりました。 

読み聞かせ・バルーンアート・手作りおもちゃ・レク

リエーションの４講座でスキルアップ！！ 
グループの仲間とボランティア活動を

企画し、全体に発表しました！！ 参加者の感想 

・ボランティアといえばごみ拾い、募金と思っていたけれど、講座を通して、自分がもっている技能や知

識を誰かに伝えたり教えたりすることもボランティアになると学んだ。 

・他校、大学生、大人の方との交流で、考えが広がり、刺激を受けて自主性を高めることができた。ボラ

ンティアは身近にあること、自分にできることがたくさんあると分かった。 


